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1日の移動全体を理解するためにはトリップチェインの把握が必要と
なるが、OD表を用いた従来の交通需要推定では個々のトリップ単位
のみにとどまっている現状がある。一方で近年普及されてきている電
気自動車では電池容量が限られているが、充電スタンドの効率的な配
置には1日の移動全体を把握することが望ましい。本研究では交通量
のOD分布を導き出すエントロピーモデルを拡張し、OD表からトリッ
プチェインを推定する方法を開発、そしてその精度の検証を行う。さ
らに導き出されたモデルを用い、東京23区における電気自動車の充
電スタンドの設置場所決定手法を提案する。 
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1日の移動全体の理解 

⇒トリップチェインの 

   把握が必要 

 

現状ではトリップ単位
の記録のみ 

既存研究 

トリップチェイン推定 

エントロピーモデル： 

交通量の分布を求める確率論的方法 

【制約条件】 【エントロピー】 

制約条件下でエントロピーを最大化し、OD表
からトリップチェインを導出 
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今後の展望 
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μ:転がり摩擦抵抗 

M:車両質量 

g: 重力加速度 

m:回転部分相当質量 

α: 車両加速度 

K: 空気抵抗係数 

ε: 正味熱効率 

η: 総伝達効率 

電力の消費モデル(走行時) 

広域道路ネットワーク 

シミュレーションモデル 

「SOUND」 
＋ 

充電スタンド最適配置シミュレーション 

分析対象：環状8号線内側 

ゾーン数：194 

総交通量： 
シミュレーション時間：24時間 

電気自動車の割合：20％ 
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充電スタンド

スタンド： 

27箇所 

充電器： 

108基 

スタンド： 

13箇所 

充電器： 

48基 

分析結果 

・エントロピーモデルを拡張し、OD表からトリップチ
ェインを推定する手法を開発した。 

・ゾーン数6，トリップチェイン数12960の条件下で，
誤差12%の範囲でトリップチェインを生成できた． 

・電池残量を考慮できる交通シミュレーターを利用し，
K平均法を用いた充電スタンドの配置手法を開発した。 

・小規模OD表のみ考慮 

・仮想OD表からトリップチェイン生成 

・交通シミュレーターの計算制約により大規模交通量を
再現できていない 

既存研究の課題 

・東京23区を含む環状8号線内側の，実在するOD表
を元にトリップチェインを生成 

・大規模交通量を再現できる改良された交通シミュレ
ーターを利用し，より現実的な交通状況の分析 

研究目標 

考えられる問題点 

・エントロピー法は起り得る全てのトリップチェインとそのエ
ントロピーを計算 

 →ゾーン数が194，一日のトリップ数を4とすると，14億以
上のトリップチェインとエントロピーの計算が必要． 

解決策 

・194ゾーンを分割し，小規模ゾーンの集合としてトリ
ップチェイン推定を行う 

・エントロピー法を改善し，計算量を減らす 

・全く新しいトリップテイン推定法を開発 
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小規模ゾーンをまたぐトリップチェインが考慮されず，正
確な交通状況を再現できない可能性がある 

各々のODに対しエントロピー法を適用 

今後の方針 

ただし… 


